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　2010年7月9日に公表しました2011年2月期第2四半期累計期間業績予想値と本日公表の実績値について、
下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。
　また、通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

１．2011年2月期第2四半期累計期間業績予想値と実績値との差異

(1)　2011年2月期第2四半期連結累計期間（2010年3月1日 ～ 2010年8月31日）
（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 　円　　　　　 銭

前回発表予想(Ａ) 4,438 382 408 294 17      56

実績値(Ｂ) 4,815 448 488 330 19      69

増減額(Ｂ－Ａ) 377 66 80 36 ――

増減率(％） 8.5 17.3 19.6 12.2 ――

（ご参考）前期第２四半期実績
（2010年2月期第２四半期） 902 △687 △582 △369 △21      54

(2)　2011年2月期第2四半期個別累計期間（2010年3月1日 ～ 2010年8月31日）
（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 　円　　　　　 銭

前回発表予想(Ａ) 2,158 △57 △38 △11 △0      66

実績値(Ｂ) 2,379 △23 △11 2 0      14

増減額(Ｂ－Ａ) 221 34 27 13 ――

増減率(％） 10.2 ― ― ― ――

（ご参考）前期第２四半期実績
（2010年2月期第２四半期） 499 △391 △342 △224 △13      11

２．通期業績予想の修正
(1)　2011年2月期通期連結業績予想数値の修正（2010年3月1日 ～ 2011年2月28日）

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 　円　　　　　 銭

前回発表予想(Ａ) 10,207 920 895 584 34      79

今回発表予想(Ｂ) 11,001 1,220 1,202 804 47      90

増減額(Ｂ－Ａ) 794 300 307 220 ――

増減率（％） 7.8 32.6 34.3 37.7 ――

（ご参考）前期実績
（2010年2月期）

3,610 △1,115 △953 △663 △39      00

記

2011年2月期第2四半期累計期間業績予想との差異
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ



(2)　2011年2月期通期個別業績予想数値の修正（2010年3月1日 ～ 2011年2月28日）
（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 　円　　　　　 銭

前回発表予想(Ａ) 4,900 56 26 21 1      30

今回発表予想(Ｂ) 5,121 80 53 35 2      10

増減額(Ｂ－Ａ) 221 24 27 14 ――

増減率（％） 4.5 42.9 103.8 66.7 ――

（ご参考）前期実績
（2010年2月期）

2,163 △677 △574 △370 △21      78

３．理由
(1)　2011年2月期第2四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異理由

(2)　通期業績予想の修正理由
　 ①　通期連結業績予想の修正について

　　②　通期個別業績予想の修正について

以　 　 上

個別業績予想につきましても、ウエハ搬送装置の受注及び販売の増加により業績は回復基調
となっておりますが、連結業績予想と同様に、最近の業績及び事業環境等を総合的に勘案し計
画を見直した結果、通期個別業績予想を修正いたします。

　上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

第2四半期個別累計期間の業績予想値と実績値との差異につきましては、国内及び海外での設備
投資増加に伴い、当社の主力製品であるウエハ搬送装置の受注及び販売が増加して売上高が前回
予想を上回ったことなどにより、営業利益、経常利益、四半期純利益も前回予想を上回る結果と
なったものであります。

なお、連結累計期間の業績予想値と実績値との差異につきましても、台湾・韓国等におけるウ
エハ搬送装置やガラス基板搬送装置の受注及び販売が好調なことから、前回予想を上回る結果と
なりました。

当業界では、パソコン、液晶テレビ、スマートフォンなどの需要拡大に伴い、ＤＲＡＭやフ
ラッシュメモリなどの半導体や液晶パネルの生産が活発なことから、台湾・韓国等で積極的な
設備投資が続いております。そのため、下半期につきましても搬送装置の受注及び販売の増加
により業績は引き続き順調に推移するものと見込んでおります。一方、装置販売価格の下落傾
向に加え、最近の急激な円高による影響など、一部に厳しい事業環境も続いております。この
ような状況を総合的に勘案し計画を見直した結果、通期連結業績予想の売上高、営業利益、経
常利益、当期純利益をそれぞれ修正いたします。


